
 

活動名：第１１回福島民報杯スポ少サッカ－岩根大会 U12 

日 程：令和５年９月２日（土）・３日（日） 

会 場：本宮総合グランド 

参 加：T6・L100 １８名 

帯 同：T6・L100熊坂コーチ 

サポート：貝和コーチ 

結 果：VS岩根Ａ  ４：０  

VS安積第三 ０：１ 

VS本宮   ７：０ 

※ブロック２位で１・２位トーナメントへ 

ＶＳ船引   ０：１ 

ＶＳ岩根Ｂ  ２：０ 

※最終順位３位／８チーム 

 

報告（熊坂） 

テーマ 

   １８名での参加なので限られた出場時間になることもあるが、ピッチに立った時に

は最高のパフォ－マンスを出せるように準備しておくこと。 

   １８名全員が同じ目標を持ち、チーム一丸となって最後までやり切ること。 

   自分の成長に繋がるように個人の目標を持って毎試合臨むこと。 

   試合以外でも全員でまとまりを持って行動すること。 

 

良かったところ 

   全員が満足のいく出場時間ではなかったと思いますし、前半後半で総入れ替えの難

しい中でよく戦ってくれました。 

   結果は目標に届きませんでしたが立派な３位入賞でした。 

 

前半は主にＴ６クラスの選手達が出場してくれましたが、最大目標を失点しないこと

にしていました。５試合中４試合で達成することが出来たのは素晴らしかったです。 

大会を重ねる毎にプレ－に力強さが加わり頼もしく感じました。 

特に最終戦では精一杯のプレ－を見せてくれて感動しました。 

あと少しで公式戦での初得点を決められそうな選手のプレ－に興奮させてもらいま

した。 

 

後半は主にＬ１００選手達が出場してくれました。 

技術の高いプレ－を随所に披露してくれて、さすがＬ１００だなと思いました。 

ずっと課題にしていたセットプレ－から得点が出来たことは自信に繋がったことと

思います。少しずつですが成長を感じることが出来ました。 

キャプテン・副キャプテンが中心となり２日間チームがまとまりを持って行動してく



れました。全員の仲も良く楽しく過ごせていて微笑ましかったです。 

 

  課題 

   Ｔ６クラスの選手達はトラップ、パス、シュ－トの精度が低かったです。 

   また周りを見て判断することが出来ていませんでした。 

   あんなに一生懸命プレ－していても自分達のミスで相手へボ－ルを渡してしまうの

は勿体ないことです。基本技術が上達するように練習に励んで欲しいと思います。 

   ベンチにいる時に仲間を応援する声が少なかったです。 

   ベンチにいてもチ－ムの為に出来ることを考えて積極的に取り組んで下さい。 

 

   Ｌ１００クラスの選手達は初戦は素晴らしかったのですが、２試合目以降は物足り

ない内容で大会を終えてしまいました。 

   前半から戦っている相手に対して後半から入るのはとても難しいことです。 

   それでもＬ１００クラスの選手達なら対応してくれると期待していたのですが・・・。 

   自分が絶対に得点するんだ、絶対に相手には得点をやらないんだというような気迫

が感じられませんでした。どこか人任せで責任あるプレ－をしていないように感じ

ました。Ｍｅ＆Ｙｏｕの戦いから楽しみにしていただけに残念でなりません。 

   ただ選手達が悪い訳ではなく、私が上手くメンタルをコントロ－ルしてあげられな

かったからだと思っています。選手の皆さん、すみませんでした。 

    

  出来事 

   Ｕ８やＵ１０の試合を空いた時間で応援してくれていました。 

Ｕ１０決勝戦では凄い声援でホームゲ－ムのような雰囲気を作り出し、優勝への後押

しになったのではないかと思います。 

 

またご父兄のＰＫ合戦でも選手達が凄い声援を送ってくれていました。 

普段応援して頂いているご父兄の皆様に恩返し出来たのではないかと思います。 

 

ア－レの一体感を感じられる素晴らしい光景でした。 

 

コーチ：熊坂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

   


